
ホッキガイ増殖試験

夫

夫

彦

邦
一
釈
義

橋

山

川
谷

高

育

長

師

補

技

M
M

師技

当鐙

I 目 的 年々乱獲K よって生産低下の現状にあるホツキヵーィ資源の維持を図るためここ 4~

5年移殖放慌が主?と左われているが、竺オ1等のJ宇害効果を左な一層高めるために基礎的資料を得て

適正友j魚、場管理の指針とするものでるる。

E 調査内容
(1 )調査期間

昭和 41年 8月 3 1 日(移殖員調査)~昭和 4 2年 5月 17日(移殖放流調査)

(2) 調査場所

三沢市地先

(3) 調査項目と方法

(イ}移殖貝調査

移殖地5、その他5地点について、キ行網 f巾 10 5 m、爪の長さ 48ι明、爪の間隔 4.5C111，

爪の深さ 11 C1I1， 網目 3.3['111)を用いて 60m曳網(手捲)し、底棲生物を採集したo又同時

十て炉斗型の採泥器を用いて採泥した。

(ロ1移殖放j荒調査

三沢漁協組で移殖放涜を実施した際放流貝にカラースプレー(黄色)を用いて 30 0伺休陀

標識した。又、漁協組では 18 9箱(1. 8 6 0 KiI )中 36箱(約 360KiI)vr水色エナメルを

塗布標識したo 民統地 5 地点については~Ij深、採泥を苧 ζ ;1:v'..ボンランを円隅に立てt 陸上
よりハンドコンパスを用円て漁場伶置を測量した。

血結 果

(1 )移殖貝調査

三沢市地先では、昭和 38年以降、福島県及び北海道からの移殖を継続してなり、その内民三

第1表のとなりである。本年度の調査は各移殖年度毎の貝陀ついてなこ;1:う予定であった。

第 1 表

移殖年月臼 種苗購入先l 移 殖 数 量 移殖場所 水深 標 識 平均殻長

5年8.月3.H8 
1~召年貝 500KiI -沢市 庁E

( 1赤0%)!i 福島県機部
15.口00個 四}Ii目 4~5 

5.5ι:m 

39. 3.30 1/ 
2~3 年貝 ι25KiI 塩中谷間、砂ヶ森の 4~6 L1黄0%}li 7.8 1 2.00 0個

4 O. 3.31 1/ 
2~3年貝 1 42 8KiI 淋代

5~6 
青

8.0 
5日.000個 六川目 (20%) 

1/ 
2年白1.61DKF}462DD信 天ヶ森、織笠、 7~8 緑 5.5 

4 1. 3.27 
5年員 40KiI 細谷

北海道室蘭
日輪貝 21 0 KiI 五川目

4~6 2.1 
3 3 6.0 0 0個 鹿中

42. 3.17 福島県機部
2年員 1848K" 四Ii目、淋代~ 6半-6.5 黄7J色5{01?0個%) 6.4 

2 8.60 0個 組問E司砂ケ森

註三沢市役所資料によるo ( 4 2年を除く)
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が諸般の都合で 41年移殖(天ヶ森)、 39年移殖(砂ケ森~塩釜間)、 4 1年移殖(織笠)及

び移殖地外(六Ili目〉の 4地先 6点、を調査したにとどまった。これらの結果は第 2.3表に示した

となりで、幼員採摘も考慮して 3.3C明白の網を使用したが、天ヶ森

第 2 表 ホッキガイ捕獲結呆表
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一計 I 8 --7寸「 6

一一一ーィom2 I 1. 2 5 - I 0.9 4 
サラガイ I 2.67 0.9 4 I 2.67 

タマカ「イ I 0.16 I 

カカ「イ! 0.47 i 

タガイ I 0.31 

O. ~ 

1 O. 0 

1 D. 5 
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0.16 

0.3 1 

0.79 

1 

0.1 6 

O. 1 6 

0.31 

98目5 1 2 O. 5 1.3 1 17.5 

粒 度 組
第 5 表

成

凶ケ??トo0…………D日一……0一…一Z目訓2.00 0 (5je i 1. 0 0日G以上 ~1. 000 I ~O.5 001 ~O.2 501 ~0.12 5; ~円ιo 62 

4 1放、|
森 7.1~7.3 日%1 o. 7 1 2. 0 1 9. 1 1 7 6. 1 1 1 1. 9 

天ケ 1 O. O! O. 1 日一 年~l__三81fJ δ1. 4 I 2 8. 6 I O. 2 I 
日放 | l-τ 7一一]

砂ケ森 6. 7 口 1I O. 2 I o. 9 I 8. 5 I 7 D. 8 I 1 9. 4 

塩釜 72 D 04  09  什21187&511 642262  
4 1放

織笠 60..:::6.3 I 0 I o. 1 I 1. 0 I 8. 1 I 6 8. 3 I 2 2. 3 

プミ一一}I一i一目しー 1O. 0 I 0 I O. 1 日.2 I 7. 1 I 6 9. 9 I 2 2. 5 I O. 2 
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地先で僅かに 1ケ樹南できただけであった。貝の大きさは殻長 8.7-11. 4cml'(分布して:J;;-b， 

曳網回数が少なかったためか、標識員は 1個も再捕でき念かったo又移殖貝の生長については検

討できず、六川!白地先の調査では網が破損したため正確な再捕ができ念かった。分布は昭和39 

年度の調査の同水深の績とほぼ等し<O. 1 6 -1. 2 5偶/10ni忌であった。

その他の員類としては、サラガイが全地点、で採集されホッキガイ分布数を上廻ってj;>b ，他にヨ

タマガイ、パカガイ、ツメタガイが分布していた。その他の生物としては、カシパン類が全地点

で採集され、その数も非常に多〈最大 31 8 0ヶ/1 0 m2!'C達している。との他、オカメブンプ

ク、カニ類、多毛類が僅か陀採集された。

粒度組成V亡ついてみると各地点、とも大差左〈、粒径O.0 6 2 - O. 5 0 nのものが 77%丙外を

占め、中でも O.1 2 5 - o. 2 5 0の細砂が 70 %前後で主体をなしていたo
(2) 移殖放流謂査

移殖放流:τ際し、放流前のホッキガイ分布数を調査する予定であった均三漁港の左い同地先の

船は磯波のため使用でき念いととろから、八戸市の小型動力船を傭船して放流したため、事前の

分布調査は実施できなかった。

移殖貝は、福島県磯部にな凶て 5月 15自に採捕したもので、同日夕刻トラックで輸送され、八

戸市1'(16日早朝到着したものである。(貝の上下陀藁を配して魚箱K収容しショックによる破

損を防いだ)輸送による弊死はみられ左かったが、貝殻の破損したものが1.863K"の中 15 K" 

( 0.9 % )あったo 1 6日約 360K，， (36箱5.4 0 0個)ve:つ¥i>て水色のエナメルを用いて 1

7日、更K黄色ラッカースプレーを用いて 300個体K標識し?と。

移殖貝の殻長組成は第 1図K示したと bりで

第 1 図

(叫
移殖貝殻長分布

40 

nニニ80 
30 

20 

10 ________ . 

50 $ 6β65  7.0 75ι叫殻長)

5日-7.5cml'(分布し、平均 6.5ι初であったo放流地点及び放流状況は第2図第五表に示し、又

粒度組成は第 4表に示したo放流効果については、昭和 42年度調査の予定であるo
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第 2

第 5 表 移殖放流状況

放 j荒地点 放流年月日 水 深 放 流 数

四 )1: 員 4 2年 33月 17日 6.4 m 616?kp5(5水D色個1)20KF 1.800個・黄色20K!l300個r約
淋代と細各の間 " 6. 5 6 1 6K9 (水色 1 20 K!l 1.80口個〕

砂 ケ 1升I;jミ~

" 6. 5 !! 

第 4 表
移沼地の粒度組成

O. 1 

O. 2 

Jij;、ケ森 O. 2 
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(3) その他の調査

(め三沢漁協組扱いホフキガイ総集量

三沢漁協組では、ホゾギガイの移婚放流事業をilfi拘_i~ e年から開始して、 38・ミ， 9年は放
流場所につ同ての禁燥をま?と念い、 4 0年からは全面禁漁としていたが、 4 1年 12月 15日

から 42年 2月 14日昔での 2ヶ月間解禁した。 ζの間に漁協組で扱った数量は、第 5表に示

すと辛子りで、三沢漁協組管内には 1 1 部落があり、組合へ距離宮~I乞速い地区では、他人売りす

るととがあるため、実際の漁獲は更に増加するものと思われるがその数量は明らかでなν、
(同操業状況アンケート

漁協組K依頼し、アンケー F用紙陀より、接業状祝の調査を試みたととろ僅か陀 1名の回答

を得たのみであるがその結果は第 d表に示すと砂りで、操業時間は、 8時間前後与操業回数は

1 5団内外、 (千鳥足岐に桁絢を交互K片側づっ揚げてなζ念う)援業水深は 4.5m.......6. 9 m 

で、主として 6m附近で操業されている。娯業日数 22呂、管支 24 i1の操業で 1.3'76Kg.、

4.2 9 5 イ闘を採備して:b~1; 1日平均漁獲量は 62. 5 ~[1 1 9 5偲と在っている。標識員はfl0宥1

3 8年 5丹放自主の赤色 44偲と 40年5月放流の青色8伺が再帰されだ。これらの標訟員が採

捕された場所では.漁獲量も多い傾向が認められた。

39年度の調査結果及び今回の本調査からみてw 放流貝は放流点から犬舎念移動分散はし念い

と考えられるが、一方、好適環境を求めて婿集する ζとは考えられる。 ζの点については本年

度の移殖放読をおとなうたあたって放涜地点の測量をなと左っているので、今後の調査によっ

て明らかにするととが可能と考えている。

表

漁協に水揚された漁獲量

5 第

計

-
水
揚
偶
数
/
金
額
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イ桁網莱操業状況
表6 第

ガキツホ

標識の色標識貝水操業場所操業

赤1 1 

/1 5 

/1 2 

/1 7 
t
M
印

私

l

/1 1 5 

宣
車
円

2 

6 

1 3 

1 5 E /1 

~H~設立ト 1 5 
2 1 

トー

必ミ4 7 

一一十一一一一一一
1 5 

1 5 

苦手2 2 6 

赤5 5 0 8 

5 9 180 40 1 35 5e /1 12 

1 5 

6.4 5~2. 1 0 ? 

2 6 1 54 2 40 49.0 

;寸l:i寸527
6.40~4.40 1 0 

1 1 

爪の長さ 56m 

5 2 

巻取リロープ長

1 2 

8 4ι:m 

1 15 

4295 

網の目合

ワワ

4.5cm 

39.0 

1376.5Kj' 

爪の間隔1 f'Cm 

三 )11

45ι初爪の深さ

1 2 

324 

7. 0 O~3.3 0 

計 22日

4 桁網の規格



←4 移殖貝の生長
操業調査では標識貝の発見ができ念かったが、漁協K水揚げされたホッキガイの中から?個

の標識貝を発見したのでとの貝について生長をみた。その結果については第 7表のとなりであ

るが但しこれらの貝は 41年 12月 15日から 42年2月 14日の聞に採補されたものである。

第 7 表

移姐貝の成長

標 放慌時の 再捕時 放流後の l
放流年月日

議 殻 長 の殻長 生長量

4 4cm 8. 9cm 4.5ι1f1 

. 

長4
ヲ.8 4.4 

守.8 4. 4 

赤 3 8 3. 1 O. 1 4. 7 

5. 4 1 O. 1 4. 7 

5. 7 9.4 3.7 

4. 4 8. 9 
f 
4. 5 

卜一一一

6.2 8.9 2. 7 
青 4口 3.3 1 

7. 6 9. 7 2. 1 
一一一

3 8年放疏したものの平均生長度は、 4. 4r;7Tlで、 1月K採捕されたものとすれば、年平均成長

度は1.1ι1ftとをる。 ζの値は、福島県と北海道の生長度の中聞の値である。又、 4 0年放流の

ものは、個体数が少いが、年平均生長度は1.3 [1ftで福島県、北海道よりやや上廻る生長を示し

ている。

N 問題点

付) 今回の調査はさき!!(漁協で実施したものについてかと走ったが、放流地点の正確念位置が把擦

されていまいため移動、生残り等調査上不明な点を多〈残すことに念った。 ζれらを解明するた

めには放流から採捕まで一貫した調査がなされ左ければ念ら左いo

(同 当地先Kかいては地区外の船による動力捲きの密漁がかと左われているといわれホッキガイの

移殖効果をあげるためにはとれらの被害から守る厳重念取締りが望j;れる。
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